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防水工法/種類
適用部位/箇所 適用部位/箇所

JASS 8
「標仕」

「改修標仕」
「管理指針」屋根 ひさし ベランダ

屋内
地下駐車場 水槽類・

水泳プール 人工池・庭園
浴場・厨房 駐車場 便所・機械室

接
着
工
法

加硫ゴム

露出

非歩行
S-1   S-1-3

S-1B　S-1B-3
S-1   S-1-3

S-1B

S-RF S-F1

軽歩行
S-2-C   S-3-K

S-2B-C

露出断熱 S-1-P   S-1B-P S-RFT SI-F1

通気緩衝 SA-1　SA-1B

保護

保護 S-2-AG2 S-2-AG2 S-2-AG2

保護断熱 S-2-AGP

機
械
的
固
定
工
法

加硫ゴム 露出

非歩行
RM-1   RM-1-IH

RM-1B
RM-1   RM-1-IH

RM-1B
参考仕様（ハ） S-M1

軽歩行
RM-1   RM-1-IH

RM-1B

露出断熱
RM-1-P   RM-1-IH

RM-1B-P
参考仕様（ハ） SI-M1

塗
膜
防
水
工
法

ウレタン 露出

歩行 U-1   U-3 U-1   U-3 U-1   U-3 L-UF X-2

通気緩衝 V-1   V-3 L-US X-1

スポーツ床 F-2 F-2

クロロプレンゴム
露出 非歩行 G-2-C

保護 歩行 G-2

遮
水 加硫ゴム

露出 露出遮水 遮水システム

保護 保護遮水 遮水システム

※ アサヒルーフィング防水は2層防水工法（W）があります。詳細は別途ご相談ください。
※ S-2-C及びS-2B-Cは、軽舗装材を塗布します。
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分類 商品名 規格 形　　状　・　組　　成（mm） 特　　　長　・　用　　　途厚さ（mm） 幅（mm） 長さ（m）

シ
ー
ト
防
水

加
硫
ゴ
ム

アサヒルーフィングG

1.0

1200

20 ● �一般シート防水に適用される最もスタンダードな商品です。

1.2 20、15

1.5 15

2.0 10

繊維補強シート
1.5

1200
15 ● �一般複合タイプの機械的固定工法用シートです。

2.0（受注生産） 10

SA1240（通気緩衝層付）
加硫ゴム1.2 1200

20

● �アサヒルーフィングGに溝付きポリエチレンフォームを融着加工した商品で、下地に対す
る緩衝効果と併せて下地からの気化した水分を防水層の外に排出することにより“ふく
れ”を防止します。特にデッキプレート/RC下地、改修工事などでは抜群の仕上がり性を
発揮します。ポリエチレンフォーム4.0 1100

アサヒルーフィングC（カラーシート）
グリーン・ブルー

2.0 1200 10

● �表層カラー、裏層黒の2層からなる耐候性に優れた新しいタイプのシートです。褪色が少
なく外観仕上がり性に優れ、また仕上塗料を塗布する手間が省けるためコストメリットが
でてきます。

アサヒルーフィングG（糊付き）

1.2

1200

10（受注生産）、15、20 ● �アサヒルーフィングGにあらかじめ接着層をつけたもので施工作業性に優れます。

1.5 10（受注生産）、15

2.0（受注生産） 10

アサヒルーフィングAG 1.7（受注生産） 1200 15

● �EPDM系合成ゴムを主成分とした加硫ゴムシート層に、下地の応力を緩和するためのブ
チルゴム系自着層を積層した押え工法用のシート防水材です。

アサヒルーフィングHB（均質タイプ）
1.5

7.05
15 ● �土木建設分野で多くの実績を持つEPDM/ブチルゴムを使用した遮水防水シートです。

農業用のため池、ゴルフ場及び公園の人工池、廃棄物処理場などに幅広く採用されてい
ます。

● �均質タイプと補強複合タイプの2タイプがあります。使用目的に合わせてお選びくだ
さい。

2.0 10

アサヒルーフィングHB-RM（補強複合タイプ）
1.5

7.05
15

2.0（受注生産） 10

塗
膜
防
水

ウ
レ
タ
ン
ゴ
ム

サンダインU-K 主剤8kg/缶　硬化剤16kg/缶、主剤6kg/缶　硬化剤12kg/缶
グリーン・グレー/淡黄色粘稠液

（U-Kはグレー/淡黄色粘稠液のみ）

● �2液常温硬化型のカラーウレタンエラストマーでトップコート仕上材との併用により露出
軽歩行用として使用します。

● �U-Kは歩行用防水材レベリングタイプ。
● �U-Cは高品質歩行用防水材レベリングタイプ。サンダインU-C 主剤16kg/缶　硬化剤16kg/缶、主剤8kg/缶　硬化剤8kg/缶

サンダインU 立上り用 主剤8kg/缶　硬化剤16kg/缶 グレー/淡黄色粘稠液 ● �立上り用防水材ノンサグタイプ

サンダインU-AV-W 主剤8kg/缶　硬化剤16kg/缶 グレー系 ● �通気緩衝シート（U-AV）目止め用高粘度防水材

サンダインU-U 主剤4kg/缶　硬化剤16kg/缶 淡グリーン ● �厚塗り用アンダーコート

ク
ロ
ロ

プ
レ
ン
ゴ
ム

サンダイン731G 15kg/缶 クロロプレンゴム/黒色粘稠液
● �溶剤1液型防水材でコンクリート、モルタルなどとの接着性に優れます。
● �室内、ベランダなど小面積の保護防水に最適です。
● �サンダイン橋面防水に使用します。
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分類 商品名 組成または材質 外観
規格

荷姿 特長・用途
固形分（％） 粘度（mPa･s）

加
硫
ゴ
ム
用

下　地
調整材 下

※
地調整剤G アクリル樹脂 乳白色エマルジョン　　 48〜51 100〜400 18kg缶 ●ALCパネルなどの粗面下地および目地の処理などに使用します。

●改修工事に於いて既設防水層や押え層の下地調整材として使用します。

プ
ラ
イ
マ
ー

サンダイン700 クロロプレンゴム 赤褐色液状 10〜14 70〜120 15kg缶 ●RC,PCa部材などの下地に対し浸透性に優れ接着力を高めます。

サンダイン731C クロロプレンゴム 黒色液状 25〜29 800〜1,200 15kg缶 ●鉄板下地や改修用プライマーとして使用します。
●橋面防水・接着工法のプライマーとして使用します。

プライマーR クロロプレンゴム 赤色 15.5〜17.5 35〜75 15ｋｇ缶 ●RC、Pca部材などの下地に対し浸透性に優れ接着力を高めます。

プライマーKR クロロプレンゴム 赤色 14.8〜16.8 150〜350 15ｋｇ缶 ●RC、Pca部材などの下地に対し浸透性に優れ接着力を高めます。

プライマーB クロロプレンゴム 黒色 9〜11 20〜50 15ｋｇ缶 ●RC、Pca部材などの下地に対し浸透性に優れ接着力を高めます。

プライマーSS EPDMゴム 黒色液体 2 15ｋｇ缶 ●既設加硫ゴムシート防水層に塗布することにより、表面を活性化し、強
力な接着力が得られます。

接着剤

※サンダイン734S クロロプレンゴム 乳白色粘稠液 20〜24 1,500～2,000 15kg缶 ●下地/シート、下地/断熱材、断熱材/シート、シート/シートなどに使用す
る接着剤です。

サンダイン732B ブチルゴム 黒色液状 22〜26 3,500～6,000 15kg缶 ●特に水密性を求められるシートジョイント接着剤として、土木、地下防水、
押え工法に使用します。

B-75 クロロプレンゴム 淡黄色液体 24〜26 1,500〜1,900 15ｋｇ缶 ●下地面とシート間及びシートジョイント部、増し貼り部等に使用します。

B-110（低粘度タイプ） クロロプレンゴム 淡黄色液体 19.5〜21.5 800〜1,200 15ｋｇ缶 ●下地面とシート間及びシートジョイント部、増し貼り部等に使用します。

EB-32 エチレン・ビニールエステル重合体 乳白色エマルジョン 52.5〜55.5 5,000～7,500 18kg缶 ●絶縁用シート、スチレンボード等の仮止め用接着剤として使用します。

防水
接着剤 サンダイン731G クロロプレンゴム 黒色粘稠液 47〜53 20,000～30,000 15kg缶

●生モルタル、コンクリートと強固に接着しますので防水下地の調整材、
およびドレン、パイプなどの取合い部にシーリング材として使用します。

●合成ゴム塗膜防水工法および橋面防水接着工法に使用します。

定
形
テ
ー
プ
状
シ
ー
リ
ン
グ
材

補強用テープ 非加硫ブチルゴム 黒色テープ状

1.0mm×100mm×30m 6巻/ケース ●出入隅角をはじめドレン、パイプなど役物回りの増張り用として水密性
を向上させるために使用します。

1.0mm×150mm×30m 3巻/ケース

1.0mm×200mm×30m 3巻/ケース

1.0mm×300mm×30m 2巻/ケース

1.0mm×300mm×10m 4巻/ケース

サンド用テープ50巾 非加硫ブチルゴム 黒色テープ状 0.5mm×50mm×30m　イトイリ 8巻/ケース ●シート相互の接合部および防水層の末端部にはさみ込んで使用するこ
とにより、水密性が向上し完全な防水効果が得られます。

サンド用テープ30巾 非加硫ブチルゴム 黒色テープ状 0.5mm×30mm×30m　イトナシ 8巻/ケース

シール用テープＧ-30 非加硫ブチルゴム 黒色テープ状 0.8ｔ×30ｍｍ×40ｍ ４巻/箱 ●シート相互の接合部及びシート防水層の末端部にはさみこんで使用す
ることにより、水密性が向上し完全な防水効果が得られます。

シール用テープＧ-50 非加硫ブチルゴム 黒色テープ状 0.8ｔ×50ｍｍ×40ｍ ４巻/箱

シール用テープＧ-110 非加硫ブチルゴム 黒色テープ状 1.0ｔ×110ｍｍ×20ｍ ４巻/箱 ●断熱工法時に立上際の平場に貼り、断熱材の収縮等による防水層に対
する影響を緩和します。

シール用テープＧ-300 非加硫ブチルゴム 黒色テープ状 1.5ｔ×300ｍｍ×10ｍ 1巻/箱 ●出入隅角をはじめドレン、パイプなど役物回りの増張り用として水密性
を向上させるために使用します。

シール用テープAR 非加硫ブチルゴム／不織布 黒色テープ状 0.8mm（厚さ）×50mm（幅）×20m（長さ） 16巻/ケース ●シートのラップジョイント部の端未処理材として水密性を保持します。

ラップ用テープ（受注生産） 加硫ゴム／非加硫ブチルゴム 黒色2層テープ状

2.0t×25mm×35m
1.2t×50mm×15m

10巻/箱
8巻/箱

●加硫ゴム/非加硫ブチルゴムの2層からなり水密性と併せ耐候性にも優
れた当社のオリジナル商品です。

●シート相互の接合部や役物回りなどのシート末端部に使用することによ
り水密性が向上し完全な防水効果が得られます。1.8t×90mm×20m 6巻/箱

ル
※

ーフィングテープ（受注生産） 加硫ゴム 黒色テープ状 1.0～2.0mm（厚さ）×100～200mm（幅）
×10～20m（長さ） ロール状 ●ALCパネル、PCa部材などの接合部や異種材料取合い部などムーブメ

ントの大きい箇所に使用することにより緩衝効果を発揮します。
橋面

防水用 シンナーA トルエン 液状 15kg缶 ●希釈用として、また下地清掃用として使用します。
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火気厳禁
有機溶剤系のプライマー、接着剤、仕上塗料は可燃性ですので輸送、保管、使用にあたっては火気に十分気をつけてお取扱いください。



分類 商品名 組成または材質 外観
規格

荷姿 特長・用途
固形分（％） 粘度（mPa･s）

加
硫
ゴ
ム
用

不
定
形
シ
ー
リ
ン
グ
材

サンダイン731G クロロプレンゴム 黒色粘稠液 47〜53 20,000～30,000 15kg缶 ●生モルタル、コンクリートと強固に接着しますので防水下地の調整材、
およびドレン、パイプなどの取合い部にシーリング材として使用します。

※サンダインNシール EPDM クロ 60 120,00～140,000 330㏄カートリッジ
（30本/ケース）

●シート防水の末端部をシーリング材として使用します。

Bシール ブチルゴム 色調：グレーペースト状 70 ─ 8kg缶 ●シートの張仕舞部や3枚重ね部に使用し水密性を向上させます。
●長期間にわたり優れた伸縮弾性を維持しますので接着、充填など広範

囲な用途に使用できます。ラップシール70 ブチルゴム 色調：グレーペースト状 70 ─ カートリッジ390g

固
定
金
具

RM用ディスク盤 ガルバニウム鋼板 ディスク盤状 1.0mm（厚さ）×50mm（直径） 200枚箱 ●シートを固定するために使用します。

ディスクＳ穴4.5φ ステンレス ディスク盤状 1.2ｍｍ（厚さ）×45ｍｍ（直径）×4.5ｍｍ（穴径） 100枚/６箱 ●シートを固定するために使用します。

ディスクＳ穴6φ ステンレス ディスク盤状 1.2ｍｍ（厚さ）×45ｍｍ（直径）×6.0ｍｍ（穴径） 100枚/６箱 ●シートを固定するために使用します。

RM用IHディスク盤 接着層付ステンレス鋼板 ディスク盤状 0.65mm（厚さ）×86mm（直径） 100枚箱 ●IH工法において、シートを固定するために使用します。

プレートＳ ステンレス プレート状 0.5ｍｍ（厚さ）×30ｍｍ（巾）×2,000（長さ） 10本/箱 ●シートを固定するために使用します。

プレートG　RM用バー ガルバニウム鋼板 プレート状 1.0mm（厚さ）×50mm（幅）×1,800（長さ） 30本箱 ●シートを固定するために使用します。

ア
ン
カ
ー

HNコンクリートピン ステンレスユニクロ アンカー状 3.8mm（直径）×長さ30、35、40mm 50本/巻 ●シートを固定するエアガン用の専用ビスです。

エアーピンＡＫ ステンレス アンカー状 3.6ｍｍ（直径）×長さ30～60ｍｍ 100本/箱 ●シートを固定するエアガン用のビスです。

皿木ネジ ステンレス アンカー状
5.8φ（直径）×50、63ｍｍ（長さ） 200本/箱 ●シートを固定するネジ込み式用のビスです。

5.8φ（直径）×75、90ｍｍ（長さ） 100本/箱

アンカープラグHUD2 ナイロンプラグ アンカー状 8ｍｍ（直径）×長さ40ｍｍ 400本/箱 ●シートを固定する専用のアンカープラグです。

オールアンカーY525 ステンレス拡張アンカー
アルミ拡張アンカー アンカー状 各種 Φ6mm 100本/箱 ●シートを固定する専用ビスです。

断熱ファスナーIDP 2/4 ポリプロピレン アンカー状 8φ（直径）×70ｍｍ（長さ） 250本/箱 ●断熱材を固定する叩き込み用ビスです。
　有効埋込み深さは25mmです。

断熱ファスナーIDP 4/6 ポリプロピレン アンカー状 8φ（直径）×90ｍｍ（長さ） 250本/箱 ●断熱材を固定する叩き込み用ビスです。
　有効埋込み深さは30〜50mmです。

成型
ドレン ゴム成型ドレン（ストレーナー付） ゴム製 縦型・横型（Φ50mm用、Φ70mm用、Φ100mm用） ●主に改修用ドレンとして使用します。

仕
上
塗
料

サンダイン710（受注生産） 合成樹脂 シルバー溶液状 23〜28 130～200 15kg缶
●合成樹脂系仕上塗料で長期間の暴露でも変色が少なく遮熱効果を発揮

します。
●溶剤系

サ
※

ンダインT-L 合成樹脂 各種色調エマルジョン 50 2,000±500 15kg缶 ●水性仕上塗料で耐候性、耐水性に優れています。

サンダインT-Lシルバー 合成樹脂 シルバー溶液状 29 700±300 15kg缶 ●水性仕上塗料で耐候性、耐水性に優れています。

カラーＳシルバー アクリル樹脂 エマルジョン 22 61 15ｋｇ缶 ●水性仕上塗料で耐水性、耐候性、耐薬品性に優れています。

カラーＳグレー・グリーン（グリーン：受注生産） アクリル樹脂 各種色調エマルジョン 50.4 82 16ｋｇ缶 ●水性仕上塗料で耐水性、耐候性、耐薬品性に優れています。

Ｂトップグレー・グリーン（グリーン：受注生産） アクリル樹脂 各種色調エマルジョン 71.4 117 20ｋｇ缶 ●耐候性、耐摩耗性に優れた軽歩行用仕上材です。

カラーＲＳライトグレー（受注生産） アクリル樹脂 エマルジョン 55.2 85 16ｋｇ缶 ●防水層の表面温度の上昇を抑え、紫外線による劣化を防ぎ防水層の長
寿命化も期待できます。

サ
※

ンダインT-K 合成樹脂（骨材入り） 各種色調エマルジョン 73 10,000±5,000 20kg缶 ●耐候性、耐摩耗性に優れた軽歩行用仕上材です。

絶縁
シート

絶縁シート ポリエチレン シート状 1.0ｍｍ（厚さ）×1,000ｍｍ（巾）×100ｍ 1巻 ●機械的固定工法時の緩衝材として使用します。

絶縁フィルム ポリフィルム シート状 0.15ｍｍ（厚さ）×1ｍ（幅）×100ｍ（長さ） 1巻 ●押さえ工法に用いる絶縁用ポリフィルムです。

防湿フィルム ポリフィルム シート状 0.15ｍｍ（厚さ）×1ｍ（幅）×100ｍ（長さ） 1巻 ●露出断熱機械的固定工法に用いる防湿用ポリフィルムです。

※下地調整材G、サンダインT-LおよびT-Kは5℃以下の場所での保管および使用は避けてください。
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分類 商品名 組成または材質 外観
規格

荷姿 特長・用途
固形分（％） 粘度（mPa･s）

ウ
レ
タ
ン
塗
膜
用

プ
ラ
イ
マ
ー

サンダイン
U-P ウレタン系 黄褐色溶剤 溶剤型 I 液 16kg缶

8kg缶
●一般モルタル・コンクリート用

サンダイン
U-PE670 2液エボキシ系 70 2500 主：8kg缶

硬：2kg缶
●金属下地用プライマー、錆止め

サンダイン
U-P60 ウレタン系 5 23

主：0.5kg缶
硬：5kg缶
2セット入り

●塗り重ね用層間プライマー

接着剤 サンダイン
U-AV ボンド ウレタン系 グレー 681 150 主：8kg缶

硬：8kg缶
●通気緩衝シート張付け用ウレタン系接着剤

クロス

クロス
#2000 ガラス繊維織布 白 1m（幅）×100m（長さ） 100m巻

●ウレタン防水補強用ガラスクロス
　（平場用及び立上り部用）

クロス
#4200 ガラス繊維織布 白 200mm（幅）×50m（長さ） 100m巻

●通気緩衝シート末端部処理用

通気シート 通気緩衝シート
U-AV ポリエステル不織布 茶

1.7mm（厚さ）
×1m（幅）

×25m（長さ）
25m巻

●表面処理ポリエステル系通気・緩衝シート
●AV工法の通気緩衝シートとして使用します。

仕
上
塗
料

サンダインU-T 溶剤型アクリル
ウレタン系

グレー
ライトグレー

グリーン
平滑・艶有り 主：6kg缶

硬：9kg缶
●ウレタン塗膜防水材の保護を目的とした保護仕上材です。

ウレタン防水用チップ#20 無機質バルーン 灰色粉体 0.3kg×4袋 1.2kg缶
●粗面仕上げ、Tに8％混入。ガンにて吹きつけ。
　（ローラー時2％）

U-T 艶消し剤 半透明 3kg缶
●艶消し仕上げ、TまたはFTに20％混入。ローラー塗りまたは

吹き付け。

ウレタン防水用パウダー
U-TK 無機質粉体 白色粉体 5kg

●粘土調整用、混合物に対し5～15％混入。

RM用鋼板
RM用バー RM用ディスク盤 IH用ディスク盤

形　　状

サ
イ
ズ

厚さ（mm） 1.0 1.0 0.65

幅（mm） 50 φ50 φ86

長さ（mm） 1,800

※特殊形状のご要望にも応じます。（特殊形状品番はNo.61とします。）

断熱材　※詳細については、別途カタログを参照してください。

項目 ポリエチレンフォーム（30倍発泡）

形
状

厚さ（mm） 4 5 10 15 20 25 30 35
（受注生産品）

40
（受注生産品）

45
（受注生産品）

50
（受注生産品）

幅（mm） 1,000

長さ（m） 100 100 50 50 25・2 25・2 2 2 2 2 2

項目 硬質ウレタンフォーム ポリスチレンフォーム

形
状

厚さ（mm） 25 30 35 40 45 50 25 30 35 40 50

幅（mm） 605 910

長さ（mm） 910 910

※硬質ウレタンフォームは、工法により種別は異なります。

火気厳禁
有機溶剤系のプライマー、接着剤、仕上塗料は可燃性ですので輸送、保管、使用にあたっては火気に十分気をつけてお取扱いください。

Bトップ（軽歩行用：骨材入り）

カラーS（非歩行用：骨材無し）
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アサヒルーフィング
仕様番号

KRK仕様番号
公共建築工事標準仕様 工法の種類 適用下地 1 2 3 4 5 6 7

S-1 RV-F101
S-F1 露出接着 RC, PCa サンダイン700

0.2kg/㎡
補強用テープ
または731G

（役物回り処理）
サンダイン734S

0.4kg/㎡
アサヒルーフィング

Gまたは糊付1.1㎡/㎡
（接合部サンド用テープ）

サンダイン
T-L

0.25kg/㎡

●下地がALCの場合はポリマーセメントペーストで処理します。
　ポリマーセメントペーストの配合列。
　セメント/下地調整剤G/水＝60/18/6
●PCa部材、ALCパネル相互の短辺接合部は浮かし張りを原則とします。
●仕げ塗料は2回塗りとします。
●糊付シートの場合、工程3の塗布量は0.2kg/㎡です。
●本カタログ中の使用量は標準値のため、現場の状況により異なります。
●�プライマーRをご使用の場合は、B-75をご使用ください。また、プライマーKR

をご使用の場合はB-110をご使用ください。

S-1B RV-F101
S-F1 露出接着 RC, PCa プライマーR/KR

0.2kg/㎡
補強用テープまたは

シール用テープ
G300

B-75/B-110
0.4kg/㎡

アサヒルーフィング
Gまたは糊付1.1㎡/㎡

（シール用テープG-30）
カラーS

0.25kg/㎡

S-1-3 RV-F102
S-F1 露出接着 ALC

ポリマーセメント
ペースト

0.15〜0.8kg/㎡

補強用テープ
または731G

（役物回り処理）
サンダイン734S

0.4kg/㎡
アサヒルーフィング

Gまたは糊付1.1㎡/㎡
（接合部サンド用テープ）

サンダイン
T-L

0.25kg/㎡

S-1B-3 RV-F102
S-F1 露出接着 ALC

ポリマーセメント
ペースト

0.15～0.8kg/㎡

補強用テープまたは
シール用テープG-300

（役物回り処理）
B-75/B-110

0.4kg/㎡
アサヒルーフィング
G又は糊付1.1㎡/㎡

（シール用テープG-30）
カラーS

0.25kg/㎡

S-1-P RV-F401
SI-F1 露出断熱接着 RC, PCa, ALC サンダイン700

0.2kg/㎡
補強用テープ
または731G

（役物回り処理）
サンダイン734S

0.4kg/㎡
※断熱材
1.0m/㎡

サンダイン734S
0.4kg/㎡

アサヒルーフィング
Gまたは糊付1.1㎡/㎡

（接合部サンド用テープ）

サンダイン
T-L

0.25kg/㎡
−

S-1B-P RV-F401
SI-F1 露出断熱接着 RC, PCa, ALC プライマーR/KR

0.2kg/㎡
補強用テープまたは

シール用テープ
G300

B-75/B-110
0.4kg/㎡

※断熱材
1.0m/㎡

B-75/B-110
0.4kg/㎡

アサヒルーフィング
Gまたは糊付0.95m/㎡

（シール用テープG-30）
カラーS

0.25kg/㎡ −

RM-1 RV-M101
S-M1 露出機械的固定 RC, PCa − 絶縁用シート

0.9m/㎡
RM用ディスク盤

（RM-IHディスク盤）
繊維補強シート

1.15㎡/㎡
接合部処理

732B、補強用テープ
サンダイン

T-L
0.25kg/㎡

− −

RM-1B RV-M101
S-M1 露出機械的固定 RC, PCa − 絶縁用シート

0.9m/㎡ ディスクS 繊維補強シート
1.15㎡/㎡

B-75/B-110
シール用テープG110

カラーS
0.25kg/㎡ − −

RM-1-P RV-M401
SI-M1 露出断熱機械的固定 RC, PCa 防湿用フィルム

ポリスチレンフォーム
（IH工法の場合は
ウレタンフォーム）

絶縁用シート
0.9m/㎡

RM用ディスク盤
（RM-IHディスク盤）

繊維補強シート
1.15㎡/㎡

接合部処理
732B、補強用テープ

サンダイン
T-L

0.25kg/㎡
−

RM-1B-P RV-M401
SI-M1 露出断熱機械的固定 RC, PCa 防湿用フィルム

ポリスチレンフォーム
または

硬質ウレタンフォーム
絶縁用シート

0.9m/㎡ ディスクS 繊維補強シート
1.15㎡/㎡

B-75/B-110
シール用テープG110

カラーS
0.25kg/㎡ −

※ アサヒルーフィングC (カラーシート）使用の断熱露出工法もあります。　※ RM-1-P、RM-1B-Pにおける防湿用フィルムは下地の種類により不要な場合があります。
※ S-1-P、S-1B-P工法における断熱材はポリエチレンフォーム、硬質ウレタンフォームがあります。　
※ 仕上塗装カラーSをカラーRＳに変更することが可能です。標準塗布量は0.3kg/㎡となります。
※ RM-1、RM-1B、RM-1-P、RM-1B-Pにおける絶縁用シートは、下地の種類により不要な場合があります。
※ RM-1、RM-1Pの仕上塗装をサンダインT-Kに変更することが可能です。標準塗布量は、1.0〜1.5kg/㎡となります。

※ S-1、S-1B、S-1-3、S-1B-3、S-1-P、S-1B-PのアサヒルーフィングGを繊維補強シートに変更することが可能です。
※ RM-1B、RM-1B-Pの仕上塗装をBトップに変更することが可能です。標準塗布量は、1.0〜1.5kg/㎡となります。

S-1、S-1B S-1-P、S-1B-P RM-1、RM-1B

定型シール材

入隅部から
300～500mmの
位置でポリエチレン
フォームをカットする。

定型
シール材

接着剤

仕上塗料

定型シール材

固定バー

プライマー

接着剤

接着剤

プライマー

RM-1B-P

定型シール材

コーナーバー使用の場合

定型シール材

定型シール材

接着剤

プライマー

仕上塗料

定型シール材

仕上塗料

定型シール材

プライマー

接着剤

固定バー

接着剤

仕上塗料

固定バー

シール用テープ
接着剤

プライマー
ルーフィング

接着剤

接着剤
絶縁シート

繊維補強シート

定型シール材
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SA-1、SA-1B

アサヒルーフィング G

SA1240

接着剤

プライマー

不定形シール材

押さえ金具

S-1B-W

S-1-W

SA-1B

RV-F101（W）
プライマーR/KR
0.2kg/㎡

プライマーR/KR
0.2kg/㎡

補強用テープまたは
シール用テープG300

補強用テープまたは
シール用テープG300

B-75/B-110
0.4kg/㎡

カラーS
0.25kg/㎡

カラーS
0.25kg/㎡

B-75/B-110
0.4kg/㎡

B-75/B-110
0.4kg/㎡

S-2B-C
RV-F201
S-F1

プライマーR/KR
0.2kg/㎡

補強用テープまたは
シール用テープG300

Bトップ
（骨材入り軽舗装材）
1.0～1.5kg/㎡

B-75/B-110
0.4kg/㎡

RV-F101（W）

セメント/下地調整剤G/水＝60/18/6

定型シール材

プライマー

定型シール材

仕上塗料

仕上塗料

接着剤

定型シール材

アサヒルーフィング
Gまたは糊付1.1㎡/㎡
（接合部サンド用テープ）

SA1240
1.1m/㎡

（接合部サンド用テープ）

SA1240
1.1㎡/㎡

（シール用テープG-30）

アサヒルーフィング
Gまたは糊付1.1㎡/㎡
（接合部サンド用テープ）

アサヒルーフィング
Gまたは糊付1.1㎡/㎡
（接合部サンド用テープ）

アサヒルーフィング
Gまたは糊付1.1㎡/㎡
（シール用テープG-30）

アサヒルーフィング
Gまたは糊付1.1㎡/㎡
（シール用テープG-30）

アサヒルーフィング
C（カラーシート）
1.1㎡/㎡

（接合部サンド用テープ）

アサヒルーフィング
Gまたは糊付1.1㎡/㎡
（シール用テープG-30）

S-2-C、S-2B-C

定型シール材

定型シール材

接着剤

プライマー

S-1-W、S-1B-W

※ S-2-C、S-2B-CのアサヒルーフィングGを繊維補強シートに変更することが可能です。

またSA-1B工法の立上り部は
S-1B工法とします。

17 18



G

仕上げ塗装

サンダインT-LもしくはカラーSは十分に撹拌したのち、塗りむらができない
ようロール刷毛やスプレーなどで均一に塗布します。

シートの張りつけ終了後、全面にわたって防水機能、外観仕上がりに問題はな
いか最終確認を行います。

S-1、S-1B
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繊維補強シート

繊維補強シート
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S-1、S-1B RM-1、RM-1B RM-1-P、RM-1B-PS-2-C、S-2B-CS-1-3、S-1B-3 S-1-P、S-1B-P
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シール用テープ／サンド用テープ シール用テープ／サンド用テープ

B-75／110／サンダイン734S B-75／110／サンダイン734S ラップ用テープ／ARテープ

※現場の状況によりシール用テープ／サンド用テープの
　挿入位置は変更する場合があります。

定型シール材

定型シール材 定型シール材

100以上 100以上

定型シール材

定型シール材

定型シール材

定型シール材
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定型シール材

定型シール材

定型シール材

定型シール材

定型シール材

定型シール材

定型シール材

定型シール材

定型シール材

定型シール材
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S-1、S-1B（RV-F101）仕様

定型シール材

定型シール材

定型シール材

定型シール材

定型シール材

補強用テープ／シール用テープ

S-1、S-1B（RV-F101）仕様

S-1、S-1B（RV-F101）仕様

S-1-W、S-1B-W（RV-F101W）仕様

S-1-P、S-1B-P（RV-F401）仕様

RM-1、RM-1B（RV-M101）仕様

定型シール材

サンダイン731G
（オプション）

定型シール材 繊維補強シート
固定ワッシャー、固定アンカー

入隅部から300～500mmの位置で
ポリエチレンフォームをカットする。
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既存防水工法

下地の処理

適用防水工法

工
法

処
理
区
分

既存防水層 アサヒルーフィング防水
仕様番号

露
出
防
水

残
置

アスファルト防水層

S-1、S-1B
S-1-P、S-1B-P
RM-1、RM-1-P、RM-1B-P
RM-1Bなど

ゴムシート防水層
S-1、S-1B
S-1-P、S-1B-P
RM-1、RM-1-P、RM-1B-P
RM-1Bなど

塩化ビニル樹脂系シート防水層
ウレタンゴム塗膜防水層

S-1、S-1B
S-1-P、S-1B-P

RM-1、RM-1B
RM-1-P、RM-1B-P

撤
去

コンクリート下地ほか

S-1、S-1B、S-3-K
S-1-3、S-1B-3
S-1-P、S-1B-P
S-2-C、S-2B-C

保
護
防
水

残
置

保護層

RM-1、RM-1B
RM-1-P、RM-1B-P
SA-1、SA-1B

S-1、S-1B、S-3-K
S-1-P
S-2-C、S-2-CB

撤
去

コンクリート下地

RM-1、RM-1B
RM-1-P

※保護層の撤去時は防水層も同時に撤去するものとします。
※改修防水において防水下地の水分による「ふくれ」が予測される場合は脱気対策により「ふくれ」の発生を防止します。33ページ脱気防水システムをご参照ください。

下地処理材の標準配合例

区分 標準配合（荷姿） 塗布厚さ
（mm）

塗布量
（kg/㎡）

ポリマーセメント
ペースト

セメント/下地調整剤G/水
＝60/18/6 ─ 0.8〜1.0

ポリマーセメント
モルタル

セメント/砂/下地調整剤G/水
＝100/250/15/適量

5 10

10 20

※ 配合は重量比。セメントはポルトラントセメント。
※ 塗布量、塗布厚さは標準値。
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T-KもしくはBトップ

定型シール材

SA1240

仕上塗料

接着剤

プライマー

サンド用テープ／シール用テープ

サンダイン700／プライマーR（KR）

サンダイン734S／B-75-B-110

サンダインT-L／カラーS

50～100㎡

1.1㎡/㎡

ブルーグリーン

1.1m/㎡

15ページ

SA1240

SA1240

SA1240

SA1240

※ 溝付きポリエチレンフォームの別張工法もございます。
　 溝付きポリエチレンフォーム規格：4.0mm×1000mm×50m
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（補強複合タイプ）

15

10

15

10

（補強複合タイプ）

500mm

500mm

アサヒルーフィング

アサヒルーフィング
増張りシート

コンクリート

補強用テープ150mm

ホールインアンカー
コンクリートとの
接着幅300mm以上

732B塗布

（補強複合タイプ）の特徴です。
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Ｓ-2-AG2
サンダイン 734S
（0.2kg/㎡）
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●注意事項 1.サンダインには有機溶剤を含んでいますので施行中及び施工直後は火気禁止、特に溶接の火花や煙草の火等にご注意ください。
2.上記乾燥時間は天候状況（気温、天候）により調整してください。
3.降雨、降雪の際はただちに施工を中止してください。
4.材料は十分に攪拌してください。

サンダイン731Cをロール刷毛で塗布（0.2kg／㎡）
乾燥時間　30分～40分

C-G工法

サンダイン731Gをコテで塗布（0.75kg／㎡）
乾燥時間　12時間～14時間（最適条件下）

サンダイン731Gをコテで塗布（0.75kg／㎡）
乾燥時間　12時間～14時間（最適条件下）

サンダイン700をロール刷毛で塗布（0.2kg／㎡）
乾燥時間　20分～30分（最適条件下）

W工法

サンダイン731Cをロール刷毛で塗布（0.2kg／㎡）
乾燥時間　30分～40分（最適条件下）

サンダイン731Gをコテで塗布（0.75kg／㎡）
乾燥時間　12時間～14時間（最適条件下）

サンダイン731Gをコテで塗布（0.75kg／㎡）
乾燥時間　12時間～14時間（最適条件下）

下地処理

一層目プライマー

二層目主材下塗り

三層目主材上塗り

下地処理

一層目プライマー

二層目セカンドプライマー

三層目主材下塗り

四層目主材上塗り
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図-1 海岸線又は湖岸線からの距離（m）
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図-2 屋根における各エリアの係数（Cf）

Aの部位 Bの部位 Cの部位

Cの部位

シート防水の耐風圧性について

屋根面に風が吹くと、屋根を持ち上げようとする力（負圧力）が働きますが、シート防水工法では台風時などでも防水層
が飛ばされないように考慮された工法が確立されています。

建築基準法による風圧力の算出
風圧力の計算は、平成19年に改正・施行された建築基準法施行令第８２条の４「屋根ふき材等の構造計算」、平成12年
建設省告示第1454号「Eの数値を算出する方法並びにVo及び風力係数の数値を定める件」および第1458号「屋根
ふき材及び屋外に面する帳壁の風圧に対する構造耐力上の安全性を確かめるための構造計算の基準を定める件」に基
づいて行われます。

　　風圧力（W）は以下の式により求められます。
　　風圧力（W）N/㎡ ＝ 平均速度圧（q）N/㎡ × ピーク風力係数（Cｆ）
　　平均速度圧（q） ＝ 0.6Er2 × Vo2

　　ピーク風力係数（Сｆ） ＝ 屋根面のピーク外圧係数 － 屋根面のピーク内圧係数

　　Erは次式により算出します。
　　　　　　Hがzb以下の場合	・・・・	 Er ＝ 1.7（Zb / ZG）α

　　　　　　Hがzb超える場合	 ・・・・	 Er ＝ 1.7（H / ZG）α 
　　Zb、ZG、α、Hはそれぞれ次の数値を表-1に示します。

地表面粗度区分
令和４年１月１日より施行
■ 改正の概要
　＊都市計画区域内外で異なっていた地表面粗度区分の考え方を統一する。
　＊��都市計画区域内外に関わらず、特定行政庁が規則で地表面粗度区分Ⅰ、Ⅱ 

及びⅣの区域を定めることを可能とする。

表-1 地表面粗度区分粗度区分と係数
地表面粗度区分 Zb（m） ZG（m） α

Ⅰ 極めて平坦で障害がないものとして特定行政庁が規制で定める区域 5 250 0.10

Ⅱ 地表面粗度区分Ⅰ若しくはⅣの区域以外のうち、海岸線若しくは湖岸線（対岸まで
の距離が1500m以上のものに限る。以下同じ。）までの距離が500m以内の地域

（建築物の高さが13m以下である場合又は当該海岸線若しくは湖岸線からの距離
が200mを超え、かつ、建築物の高さが31m以下である場合を除く。）又は当該地
域以外の地域のうち、きわめて平坦で障害物が散在しているものとして特定行政
庁が規則で定める区域

5 350 0.15

Ⅲ 地表面粗度区分Ⅰ、Ⅱ又はⅣの区域以外の区域 5 450 0.20

Ⅳ 都市化が極めて著しいものとして特定行政庁が規制で定める区域 10 550 0.27

H：建築物の高さと軒の高さとの平均（単位m）
この告示は、令和4年1月1日から施行する。

陸屋根の場合、勾配＝1/50～1/100、角度θ≒0（正確には１０度未満）、のため、正のピーク外圧係数による計算は省
略します。負のピーク外圧係数に対する閉鎖型の建築物のピーク内圧係数は０となります。
又、負圧による影響以外に風の吹き込み対策が必要であり、シート接合部、雨仕舞部納まり、板状下地材の目地等適切な
処理、室内正圧を考慮した下地への接着（固定）強度の確保といった設計・材料・施工面からの検討が重要であり、ルー
フィングシート製造所の仕様を確認することが必要です。

風圧力（W）の算出例
一般的な屋根で、建物高さ20、地表面粗度区分Ⅲ、基準平均風速（Vo）36m/sの場合、係数（Er）は0.912となります。

　　　　Er ＝ 1.7 × （20 ÷ 450）0.20

　　　　Er ＝ 0.912
　　　　q ＝ 0.6 × 0.9122 × 362

　　　　q ＝ 647N/㎡

上述に示す通り、この屋根の平均速度圧（q）は647N/㎡となります。
ここで、図-2に示す通り、屋根のエリアによって３つの係数（Cf）が定められており、エリア毎の係数（Cf）を乗じます。

Cｆ＝Aの部位：-2.5　Bの部位：-3.2　Cの部位：-4.3

シート防水工法は、主として接着工法と機械的固定工法
があります。特に機械的固定工法は、固定金具を用いてス
ポット的に固定するため、風圧力の基準を満足できるよう
あらかじめ固定金具の固定力の検討が必要となります。

Er 	：	平均風速の高さ方向の分布を表す係数
Vo	 ：	基準平均風速（m/s）
H	 ：	建物の高さと軒高さとの平均（m）
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図-3 固定金具の負圧面積
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シート・副資材の取扱い及び保管に関する注意事項について

施工時における天候、下地及び作業環境と材料の取り扱いについて次の点に注意して作業を行ってください。

天候について
■ 施工時の天候が降雨時、または降雨が予想される場合は施工を中止してください。
■ 強風等により施工上支障をきたす場合には、作業者の安全性に影響を及ぼします。
	 直ちに作業を中止し、材料の飛散対策を講じてください。
■ 防水下地が５℃未満の場合、結露等の影響により、被着面相互の接着が妨げられる恐れがあります。絶対に施工しないでください。

下地について
■ 施工する下地は十分に乾燥させてください。
■ 改修の場合は必要に応じて、適切な下地処理をしてください。
■ 下地表面のほこり、土砂、油汚れは除去し清掃してください。
■ 原則として、改修の場合は立上り部の既存防水層を撤去してください。
■ 降雨後の下地、養生不足のコンクリート下地またはデッキプレート型枠コンクリート下地への施工は下地に水分がないことを確認の上、施工

してください。
■ デッキプレート型枠コンクリート下地、改修工事におけるコンクリート保護層下地等は、脱気工法の採用をご検討ください。

作業環境について
■ 通気の悪い場所（地下・室内等）での接着剤等有機溶剤のご使用は避けてください。状況に応じて防爆型換気装置を設置してください。
■ 作業場所周辺は材料の飛散等により、汚れないようあらかじめ養生してください。
■ 防水施工場所は、安全を確保するために関係者以外の立ち入り禁止を実施してください。
■ 作業者の墜落防止のため、工事現場周辺には安全柵を設けてください。
■ 材料は全て業務用です。アサヒルーフィング防水総合カタログ記載の仕様に限定してご使用ください。飲料水及び食品と直接触れる使い方

はしないでください。
■ 材料の取扱いについては、弊社の標準施工要領書をご参照ください。

シートを固定する固定金具に必要な固定力の算出例
例えば、シート幅1200mm、接合幅150mmとした場合、固定金具はシート相互の接合幅150mmの中央の75mm
の位置で、固定間隔を400mm固定した場合の算出例を下記に示します。

固定金具は図-3に示す通り、シート幅方向は1050mm、長手方向は400mm間隔で固定することとなります。この場
合、1050mm×400mmの負圧面積0,42㎡は固定金具４本で固定していますが、それぞれの固定金具１本は隣接す
るエリアの風圧力を受け持ちます。固定金具１本に対し、ピンク色で示した1/4の部分のみで風圧力を受け持つため、負
圧面積0.42㎡当たりの固定金具の本数は1/4 × 4本なので計算上1本とします。これにより１㎡当たりの固定金具の
本数は2.38本となります。

　　　　１本 ÷ 0.42㎡ ＝ 2.38本/㎡

仮に、以下に示す建物の場合、必要な固定金具の固定力を以下に示す通り算出します。埼玉県さいたま市の基準風速は
32m/s、建物高さは15mですが、海岸線からの距離が1km以上となっております。したがって、地表面粗度区分Ⅲと設
定します。建物高さは（Zb：5）以上の15mなので、係数（Er）は

　　　　Er ＝ 1.7 × （15 ÷ 450）0.20

　　　　Er ＝ 0.861
　　　　q ＝ 0.6 × 0.8612 × 322

　　　　q ＝ 455（N/㎡）

となります。屋根の部位において最も風圧力（W）が強いCの部位の係数（Cf：-4.3）にて算出すると、

　　　　W ＝ 455 × -4.3
　　　　W ＝ -1957（N/㎡）

１㎡当たりの風圧力は-1957Nとなります。よって、固定金具の固定する間隔を400mm（面積0.42㎡）とした場合、
１本当たりに必要な固定金具の固定力（P）は、

　　　　P ＝ -1957（N/㎡） ÷ 2.38（本/㎡） × 安全率2倍
　　　　P ＝ -1644（N/本）

したがって、この区域における上述の設定した条件の場合、固定金具に必要な固定力は1644（N）以上となります。

■ 設定条件（一例）
　 地　　域：埼玉県さいたま市
　 建物高さ：15m
　 海岸線からの距離：1km以上
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不定形シール材について
■ Bシールは三枚重ね部の内部シールの他、必要と思われる部位に打設してください。
■ シーリング材は防水材の補助材料としてお使いください。
■ Bシールは溶剤を含みますので、大量に打設するとシートが膨潤することがあります。

シート端末処理について
■ シート端末には剥離防止のため、押え金物を取り付けてください。
■ 押え金物は下地に合わせたビスを用いて両端から50ｍｍ以下、７本/２ｍ以上で固定してください。
■ ビス頭及び押さえ金物の端部には必要に応じて、変成シリコン系シーリング材を打設してください。
■ 変成シリコン系シーリング材を使用する場合は、シーリング製造業者の仕様に準拠してください。

仕上塗料の塗布について
■ 水性塗料については次の注意をよく守りご使用ください。
■５℃以下、湿度85％以上になるような気象条件では施工しないでください。低温時には特に乾燥が悪くなります。
	 規定量の範囲内で、できるだけ薄く均一に塗布してください。
■ 降雨、降雪、結露等が予想される場合は施工しないでください。
■ 使用前によく攪拌してください。
■ 塗装する前に、被塗面の埃、油分等を十分に取り除いてください。
■ 塗装具は刷毛、ローラー、スプレーガンが使えます。使用後、塗装具に付着した塗装が乾かないうちに水で洗い落としてください。
■ サンダインT-K、Bトップを一度に厚く塗り過ぎると乾燥過程でクラックが発生する場合があります。
	 過度の厚塗りは避けてください。
■ 塗装間隔は、夏期１時間以上、冬期３時間以上でお願いします。
■ 知見のない素材に施工するときは必ず施工前に予備テストを行い、異常のないことを確認の上ご使用ください。
■ 弊社仕様書以外の仕様によるクレームには一切責任を負いません。
■ 施工完了後、初期に突然の雨によりドレン部周辺に泡が発生することがありますが、この泡は塗膜中の界面活性剤によるものであり、塗膜の

異常によるものではありません。
■ 仕上塗料は経年によりチョーキング（粉吹き現象）を起こします。屋上の雨水がドレンに流れず直接外壁に流れる構造の場合には、劣化した塗

膜粉が外壁を汚染する可能性があるため、外壁に直接流れないようにする等の処置を行ってください。
■ 防水層の破断、ふくれ、はがれ、減耗など劣化の著しい場合には、防水層自体を改修してください。
■ 捨てる時は、産業廃棄物として処分してください。
■ 詳細な内容が必要なときは、安全データシート（SDS）をご参照ください。
■ アサヒルーフィング専用の塗料です。それ以外の素地に使用する場合は、塗膜欠陥を起こすことがあります。

仕様について
■ アサヒルーフィングは、次の規格、仕様に適合しています。
■ 適合するシートの種類、工法の詳細については、下記書類を参照されるか別途お問い合わせください。

	 　　◇日本工業規格 JIS A 6008
	 　　◇日本建築学会「建築工事標準仕様書・同解説」 JASS8
	 　　◇国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書」
	 　　◇国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築改修工事標準仕様書」

※アサヒルーフィングの施工にあたっては、弊社発行の施工要領書に記載された内容を遵守するようにしてください。
※�アサヒルーフィング防水工法による改修をご検討されている場合、建物の構造条件や下地の種類及び状況により、シート施工に先立ち、処理

が必要な場合があります。
　ご不明な点があれば弊社までご相談ください。

材料の取り扱いについて

アサヒルーフィング等のシート類
■ シート類は鋭利なものに対して傷つきやすいので、取り扱いの際には十分ご注意ください。
■ 製品ラベルにも取り扱いについての注意事項の記載がある製品もありますので、そちらも良くお読みください。

副資材全般
■ 一度開封したものは使い切ってから産廃処理してください。やむをえず残った材料は、完全密封しできるだけ早い時期に使い切ってください。
	 取扱いする際には、必ず製品ラベルの注意事項をお読みください。必要な場合は、製品安全データシート（SDS）をご参照ください。
■ 水溶系塗料は、密栓して冷暗所で保管すると共に、凍結させないでください。高温に長時間放置すると、変質して使用できなくなる場合があ

ります。

プライマー、接着剤、仕上塗料類の取扱いについて
■ 使用時にはよく攪拌してください。
■ 水や溶剤を加えて希釈しないでください。
■ 有機溶剤を含んだ製品は火気厳禁です。ご使用の際には、安全と衛生に注意してください。
■ プライマー、接着剤は決められた塗布量と指触乾燥時間をお守りください。
■ プライマーの塗布は、当日の施工範囲としてください。
■ 降雨等にさらされた場合は再度プライマーを塗布してください。
■ アサヒルーフィングGの場合、接着剤を必ず両面（下地面とシート面）に塗布し、指触乾燥後、タックのあるうちに貼り付けてください。アサヒ

ルーフィングG（のりつき）の場合は下地のみです。
■ 指触乾燥時間は温度や湿度によって変わります。
■ 適量を超えて大量に塗布するとシートが膨潤することがありますので、シート上にこぼさないでください。

シート張り付けについて
■ シートはエアーを巻き込まないように注意しながら張り付けてください。シートの転圧には、ローラー刷毛を用いてシート中心部から幅方向

にエアー抜きを行った後、大ローラーを用いて幅方向に転圧してください。
	 入隅はステッチャーローラーを用いてください。
■ 接着工法の場合は、平場部シート相互の接合幅を100ｍｍ以上、立上りシート及び平場部シート相互の接合幅を150ｍｍ以上とします。

シート相互の接合処理として、必ず定型シール材を挿入してください。
■ 機械的固定工法の場合は、平場部シート相互幅を150ｍｍ以上とします。シート相互の接合処理として必ず定型シール材を挿入してください。
■ 立上りの高さが200ｍｍ以上の場合、平場部シートを一度に立ち上げないでください。
■ 張り仕舞端部には必ず定型シール材を挿入してください。
■ シートのフクレが発生する原因は、水分・空気・残留溶剤の影響によります。これらが太陽熱に暖められて気化膨張し、フクレが発生しますの

で施工時には十分ご注意ください。

断熱材の張り付けについて
■ 断熱材の張り付けは突き合わせとしてください。
■ 断熱材を張り付ける時は、静電気に注意ください。
■ 機械的固定工法に用いるポリスチレン断熱材は溶剤に触れると溶けます。したがって、張り付けの際には溶剤系の接着剤の使用はしないでく

ださい。
■ 接着工法に用いるポリエチレン断熱材は収縮することがありますので、十分ご注意ください。
■ 機械的固定工法露出断熱に用いるポリスチレン断熱材やウレタン断熱材の固定は、断熱ファスナーIDPを用いて四隅・中央部等を固定してく

ださい。
■ 下地状況や種類により、使用する断熱ファスナーIDPの長さが異なります。施工前に既存の防水材及び断熱材の厚さ等考慮して長さを選定

してください。
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A	 県住熊谷玉井団地（改）
	 S-1、S-1-P仕様　3,636㎡

B	 芦屋ガーデンヒルズ
	 S-1、S-2仕様　3,400㎡
	 設計　（株）遠藤剛生建築設計事務所
	 元請　清水建設（株）

C	 イトーヨーカ堂平店
	 S-1仕様　4,900㎡
	 設計／元請　戸田建設（株）

D	 臼杵市立豊洋中学校屋内体育館（改）
	 S-1仕様　1,024㎡

E	 三重大学工学部情報工学科校舎
	 S-1仕様　970㎡
	 設計　三重大学施設部
	 元請　清水建設（株）

F	 Jクラッシクゴルフクラブ　クラブハウス
	 S-1-P仕様　4,139㎡
	 設計　（株）陽　設計
	 元請　鹿島建設（株）

G	 社会福祉法人・長生園老人ホーム
	 S-1仕様（NKD300工法）　4,394㎡
	 設計　豊島建築設計事務所
	 元請　東・大石・東建建設共同企業体
	 栗木工務店・工一建設共同企業体

H	 大阪市営南江口第二住宅
	 S-1仕様　3,400㎡
	 設計　大阪市建築局
	 元請　�　（株）辰村組・水間建設（株）共同企

業体

I	 北九州市営大蔵三丁目団地
	 S-2-C仕様　2,500㎡
	 設計　北九州市住宅供給公社
	 元請　�木村建設工業（株）・（株）志道工務

店共同企業体

J	 名古屋環境事業局富田工場
	 S-1-3仕様　5,777㎡
	 設計　（株）大建設計
	 元請　�熊谷・戸田・淺沼・東急・伊藤共同企

業体

使用上の注意
■ 屋上または防水層の維持、点検以外の時は防水層の上を歩かないでください。
■ 防水層の上またはその付近では火気（花火、たばこの投げ捨てなど）は使用しないでください。燃えたり変質させる恐れがあります。
■ 防水層の上ではペットの飼育をしないでください。傷つけたり排泄物により劣化することがあります。
■ 防水層の上には設計時に予定していた以外の重量物を置かないでください。重量物による防水層の変形や損傷の恐れがあります。
■ 防水層の上で運動や作業をしないでください。防水層に損傷を与える恐れがあります。
■ 防水層は定期的に（2〜3回/年*）点検・清掃してください。特に排水溝、排水ドレン回りや隅部の泥や枯葉等は取り除いてください。
■ 仕上塗料は定期的に（1回/3年*）塗り替えることが望ましいので、元請業者へご連絡ください。（有償）
■ 防水に関わる屋上やその周辺の増築、あるいは改築工事を行なう場合は元請業者にご連絡ください。
■ 防水層の表面が雨などで濡れているときは、滑りやすいので注意して歩行してください。また履物は滑りにくく防水層を傷つけないゴム靴を

使用してください。
■ 防水層の上に油、酸、アルカリ防藻剤などの薬品、ガソリン、塗料、溶剤などをこぼさないでください。変色、膨潤、劣化することがあります。
■ 防水層の上に土を置き植物を植えないでください。土の重量により悪い影響を与えたり、植物の根が防水層を損傷させることがあります。
■ 付属の設備や施設を設置する場合には、釘やアンカー等で防水層を損傷させる恐れがあるので、保護層の構造、厚み、載荷重を考慮して設

置してください。
■ 点検時等に次の異常を認めた場合には、ただちに元請業者へご連絡ください。
　 ・防水層の接合部が剥離している。
　 ・仕上塗料が剥離、または磨り減って防水層が表面にでている。
　 ・防水層の破れ、または穴が開いている。
　 ・保護モルタルに盛り上がりや欠損がある。
　 ・押え金物、笠木などの取り付けがゆるんでいる。

*「建築防水の耐久性向上技術」（国土開発技術センター発行）引用

取扱上の注意
●保管の際は振動の激しい場所や、傾いた場所に置かないでください。落ちたり、倒れたりしてケガの原因になります。
●井桁積みでの長期保管は、シートの自重でシートにクセがつきますので、保管方法に注意してください。
●接着剤やプライマー等は、有機溶剤を含みますので保管及び取扱には注意して、火気の使用は厳禁です。
●材料は冷暗所に保管してください。
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564-0052 大阪府吹田市広芝町11-41-1 パーカー江坂ビル3F TEL.（06）6310-0037 FAX.（06）6310-0038

IP 24.10.01

ホームページ　http://www.parker-asahi.co.jp


